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第Ⅰ部 調査の概要 

 

１ 調査の目的 

現在の新庄村振興計画・総合戦略の計画期間が令和７年３月で終了することに伴い、次

期新庄村振興計画・総合戦略（仮）の策定を予定している。そこで、当該計画の策定に当た

り、村政に対する住民の意見や満足度を把握し、計画の内容に反映させる目的で住民アン

ケートを実施した。 

 

２ 調査の方法等 

（１）調 査 地 域    岡山県真庭郡新庄村 

（２）調査対象者   新庄村在住の１８歳以上の者 

（３）調 査 方 法    調査票を郵送配布（郵送回収） 

（４）回 収 結 果    289人（回答率 ３９．６％） 

（５）調 査 期 間    令和６（２０２４）年２月２０日（火）～３月７日（木） 

 

３ 表示 

数値は四捨五入をしているため、比率計がちょうど１００％とならない場合がある。 

 

第Ⅱ部 調査結果 

 

１ 回答者自身について 

 

■問１、問２ 性別及び年齢階層 

上段：人数 下段：割合

 

 

① 10代 ② 20代 ③ 30代 ④ 40代 ⑤ 50代 ⑥ 60代 ⑦ 70代以上 総計

1 2 14 10 13 34 72 146

0.7% 1.4% 9.6% 6.8% 8.9% 23.3% 49.3% 100.0%

1 4 8 9 19 24 76 141

0.7% 2.8% 5.7% 6.4% 13.5% 17.0% 53.9% 100.0%

0 0 0 0 0 0 2 2

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 100.0%

2 6 22 19 32 58 150 289

0.7% 2.1% 7.6% 6.6% 11.1% 20.1% 51.9% 100.0%

① 男性

総計

③ その他

② 女性
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■問３ 新庄村での居住年数 

上段：人数 下段：割合 

 
 

 

■問４ 職業 

上段：人数 下段：割合 

 

 

 

■問５ 子どもの成長段階 

上段：人数 下段：割合 

 

 

 

■問６ 転入の有無 

上段：人数 下段：割合 

 

① ５年未満 ② 10年未満 ③ 20年未満 ④ 30年未満 ⑤ 30年以上 総計

11 8 30 35 205 289

3.8% 2.8% 10.4% 12.1% 70.9% 100.0%
構成比

① 自営業

（農業･林

業含む）

② 会社員 ③ 公務

員･団体職

員

④ パー

ト・アル

バイト

⑤ 専業主

婦（主

夫）

⑥ 短大、

大学、大

学院、専

門学校な

どの学生

⑦ 無職 ⑧ その他

総計

72 44 31 29 23 2 79 9 289

24.9% 15.2% 10.7% 10.0% 8.0% 0.7% 27.3% 3.1% 100.0%
構成比

① 未就学

児

② 小学生 ③ 中学生 ④ 高校生 ⑤ 短大、

大学、大

学院、専

門学校な

どの学生

⑥ 社会人 ⑦ その他 ⑧ 同居し

ている子

どもはい

ない

総計

15 12 6 6 5 44 13 188 289

5.2% 4.2% 2.1% 2.1% 1.7% 15.2% 4.5% 65.1% 100.0%
構成比

① 生まれた時から今

日まで新庄村に在住

② 生まれは新庄村だ

が、一度村外へ転出

したことがある

③ 生まれは村外だ

が、新庄村へ転入し

てきた

総計

85 97 107 289

29.4% 33.6% 37.0% 100.0%
構成比
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２ 調査結果について 

 

■問７ 新庄村に永住したいと思うか 

全体（単純集計）  

 

年代別集計 

単位：人 

 

転入状況別集計 

単位：人 

 

 

■問８ 問７の回答理由 

「① したいと思う」と回答した理由 

62.3% 7.3% 30.4%構 成 比

① したいと思う ② したいと思わない ③ どちらでもない

① したいと思う ② したいと思わない ③ どちらでもない 総計

① 10代 2 2

② 20代 1 1 4 6

③ 30代 10 2 10 22

④ 40代 10 9 19

⑤ 50代 14 6 12 32

⑥ 60代 36 5 17 58

⑦ 70代以上 109 7 34 150

総計 180 21 88 289

① したいと思う ② したいと思わない ③ どちらでもない 総計

① 生まれた時から新庄村 55 5 25 85

② 転出経験あり 71 6 20 97

③ 村外から転入 54 10 43 107

総計 180 21 88 289
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・自然が豊かであり、小規模な自治体ならではの人との関係性も魅力的であるため(① 男

性 ③ 30代) 

・自分のふる里だから(① 男性 ④ 40代) 

・景観と自然環境が好きだから(② 女性 ④ 40代) 

・豊かな自然と暮らしやすい村だと思っているから。(② 女性 ⑥ 60代) 

・結婚以来住んでいるから(② 女性 ⑦ 70代以上) 

・自然環境が豊かなこと。資源が豊かなこと。村人があたたかく居心地がよいこと。(② 女

性 ④ 40代) 

・生まれ育った所に愛着がある(① 男性 ⑦ 70代以上) 

・住みやすい村だから(① 男性 ④ 40代) 

・自然の恵みを感じる。(② 女性 ⑥ 60代) 

・いくところがないから(① 男性 ④ 40代) 

・生まれ育った村でこの村が好きだから(② 女性 ④ 40代) 

・生涯住む上で、必要な要素（自然、水源、人との繋がり、食文化）があるから。(① 男性 

③ 30代) 

・他に行こうと思わないから(① 男性 ⑦ 70代以上) 

・他所に住むことが想像できない。ここが好き。(① 男性 ⑥ 60代) 

・適度な農業 自然が好き(② 女性 ⑦ 70代以上) 

・同じ環境で暮らしたい(② 女性 ⑦ 70代以上) 

・住み慣れているから(② 女性 ⑦ 70代以上) 

・もう年だから(② 女性 ⑦ 70代以上) 

・住民が親切で思いやりがある 空気がきれい(② 女性 ⑦ 70代以上) 

・家があるから 土地を守るため(② 女性 ⑥ 60代) 

・年をとっているので他に行こうと思わない(② 女性 ⑦ 70代以上) 

・住みやすい(② 女性 ⑦ 70代以上) 

・自分の周りの人間関係が良い(② 女性 ⑤ 50代) 

・家族がいるから(② 女性 ⑤ 50代) 

・嫁いできたからには骨を埋めるしかない(② 女性 ⑦ 70代以上) 

・他に行くところなし(② 女性 ⑥ 60代) 

・生まれた時から住んでいるから(① 男性 ⑦ 70代以上) 

・地元が落ちつく(① 男性 ⑦ 70代以上) 

・自然が美しく住みやすい(① 男性 ⑦ 70代以上) 

・新庄村で一生いたいので(② 女性 ⑦ 70代以上) 

・高齢の為(① 男性 ⑦ 70代以上) 

・小さな村のため人との対話が良くでき人情味があり、お隣さん同士助け合う生活ができる

ことの良さ。(① 男性 ⑦ 70代以上) 

・実家に一人暮らししているので、60歳を超えて転出する理由がない。年金生活者なので、

転出して家賃必要な借家に住むと生活できない。(① 男性 ⑥ 60代) 

・今更移転したいとは気力もないし思わない。新庄で生き続けるには、自然景観はいいが、
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生活するには不便なことも多い。その不便な部分を自らの力で補えることを実行しつつ暮ら

していきたいと思います。(① 男性 ⑦ 70代以上) 

・新庄で生を全うしたい(② 女性 ⑦ 70代以上) 

・故郷を離れたくない(① 男性 ⑦ 70代以上) 

・生まれた村で人生の幕を引きたい(② 女性 ⑦ 70代以上) 

・今の生活を続けたいから。家や土地があるから。(① 男性 ⑥ 60代) 

・転入してきて、体調がよくなり、体力が克服したからです。(① 男性 ⑦ 70代以上) 

・家、田、畑、山があるから(② 女性 ⑦ 70代以上) 

・静かで自然豊かだから(① 男性 ⑦ 70代以上) 

・知人、友人の中で過ごしたい(① 男性 ⑦ 70代以上) 

・生家があり、年齢的にも他所での生活は考えていない(① 男性 ⑥ 60代) 

・良い村住み良い村だと思う。これからは雪も降らないと思う(① 男性 ⑦ 70代以上) 

・この村に生まれた幸せを感じ、地域資源（田、畑、山、川など）を生かした産業振興を一つ

でも後世に残し、村の存続につなげたいため。(① 男性 ⑥ 60代) 

・生まれも育ちも新庄村ですから大好きです。新庄村ではあまり災害もなく過ごしやすい。

冬は降雪が多いので、除雪が大変です。小さな村なので、人間関係も良い。(② 女性 ⑦ 

70代以上) 

・生まれた家を守るため(① 男性 ⑦ 70代以上) 

・自分の家（家系）を守るため(① 男性 ⑥ 60代) 

・新庄で生まれて育ったので、最後まで暮らせたらいいと思っています。(② 女性 ⑦ 70 代

以上) 

・生まれ育った新庄村にこれからも住んでいきたいと思う。今は、元気で生活できているが、

何かがあった時には、転出しなくてはならない可能性もある。できることなら全世代が安心

して生活できる新庄村をつくってほしい。(② 女性 ⑤ 50代) 

・自然豊かでみなさんの温かさ！日々静かな中、時折のにぎやかさ（桜祭り、秋祭り…）も

大好きです。(② 女性 ⑦ 70代以上) 

・四季を通じて暮らしやすい。年のせいか寒さがつらいが。(① 男性 ⑦ 70代以上) 

・正直いい環境だとは思っていないが、自分を育んでくれた村であり家だからできるか限り

元気で永住したいと思っています。因果応報を信じる者より。(② 女性 ⑦ 70代以上) 

・高齢者に対する介護の実施、職員の前向きな対策、村民との交流、言葉によるコミュニケ

ーションができている。 (① 男性 ⑦ 70代以上) 

・新庄にほこりと夢を持って生きてきた。合併しない新庄村を将来も独立できるように若い

人には頑張ってほしい。(① 男性 ⑦ 70代以上) 

・自然豊かでいろいろできる。他のへき地より便利なところもある。(② 女性 ⑤ 50代) 

・地元が好きだから(① 男性 ③ 30代) 

・自然豊かで好きだから(② 女性 ⑤ 50代) 

・住めば住むほど、新庄村の良さを感じることができる素晴らしい村。そして、誇れる村です。

(① 男性 ⑥ 60代) 

・村や地域の環境も人間関係も好きだから。道路、河川整備も進み災害のない村だから。
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(② 女性 ⑥ 60代) 

・山の中ですが住めば都で、雪は少々多いこともありますが、災害のない、四季の移り変わ

りがはっきりと美しい村で、人間関係も良好で申し分ないと思います。都会の生活をした人

は特に良く分かるとも思う。(① 男性 ⑦ 70代以上) 

 

「②したいと思わない」と回答した理由 

・買い物先がない。夜間まで開いてない。(① 男性 ② 20代) 

・活気がない(② 女性 ⑤ 50代) 

・雪が多い 食料品の店が少ない(② 女性 ⑥ 60代) 

・お金がかかる（ガソリン代、冬の生活費（タイヤ、暖房、除雪、家の手入れ））、家の手入れ、

山、田畑の手入れ(② 女性 ⑤ 50代) 

・家庭がいなくなり、ひとりになったら生活していくことは無理だと考えている(② 女性 ⑤ 

50代) 

・山奥だから(① 男性 ⑥ 60代) 

・車が運転できなくなったとき、生活が出来なくなるから。(① 男性 ⑥ 60代) 

・冬の寒さが厳しい。車の運転が出来なくなったら、行きたいときに行けなくなる。スーパー、

病院が遠いので。(② 女性 ⑦ 70代以上) 

・高齢になると住み続けることは難しい(② 女性 ⑦ 70代以上) 

・70歳を過ぎ、免許がなくなった時の生活が不安(② 女性 ⑦ 70代以上) 

・空き家が増えて、若者が少ない。人口を増やすため、村外の人には力を注ぐが、長く住ん

でいる村民のことには本気で取り組まない。(① 男性 ⑦ 70代以上) 

・子どもがいないので、車が運転できなくなったら不便。交通網のあるところへ移住したい。

(② 女性 ⑤ 50代) 

 

「③どちらでもない」と回答した理由 

・その時の環境による(② 女性 ④ 40代) 

・将来のことはわからない(① 男性 ④ 40代) 

・その時の状況による(① 男性 ④ 40代) 

・医療機会の問題。交通の便（自分で車を運転できなくなった時）。個人的に、ライフスタイ

ルは、地域が活性化し自己の視野や経験値が上がるので、回遊的な（住居を固定しない）

方がいいと思っている。(① 男性 ⑤ 50代) 

・他にいい所があれば行っても良い。(② 女性 ③ 30代) 

・老後の生活が不安(① 男性 ⑤ 50代) 

・自分で車の運転が困難になった時不便すぎるから (② 女性 ④ 40代) 

・家族がいるので住んでいるが、一人になるなら実家へ戻りたい(② 女性 ③ 30代) 

・村外に実家があるため今後の状況による(① 男性 ⑥ 60代) 

・先のことはわからない。仕事関係にもよる。子供が生まれた時を考えると…(① 男性 ③ 

30代) 

・特に問題はないが冬が厳しい。住民サービスは大変良く、老人にとってはありがたい。道
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の駅周辺を多目的広場的に使用すればよい（中国地方の約 8 割の道の駅を見ましたがど

こもそうやっていました）。担当者がいれば、レジャーを兼ねて道の駅巡りをお勧めします。

(① 男性 ⑦ 70代以上) 

・交通の便が悪い、寒さが厳しい。(② 女性 ⑦ 70代以上) 

・冬は歳を取ると寒いのでこたえる。夏は大変いい地域です(① 男性 ⑦ 70代以上) 

・考え中(① 男性 ③ 30代) 

・人口が少なくなって現在の村の仕組みが維持できなくなるようなことが起これば、新庄村

に永住するかどうかわかりません。(① 男性 ③ 30代) 

・長年住み慣れてはいるが、今後、交通、買い物、医療を考えると、不便である。(② 女性 

⑥ 60代) 

・健康である限りは住み続けたいが、年を取ったり行動範囲が狭くなってしまったら、生活に

便利なところで暮らすかも。(② 女性 ⑤ 50代) 

・今現在はしたいと思っているが、高齢になり、運転免許を返納するようになったら、新庄村

では生活できないと思っている。(① 男性 ⑤ 50代) 

・これからどうなるか分からない。(② 女性 ① 10代) 

・高齢になると、買い物・通院など不便なため。(② 女性 ④ 40代) 

・年を取って車に乗れなくなったら不便そう。(② 女性 ⑤ 50代) 

 

■問９ 新庄村の道路整備や山林、河川等の管理に関して 

全体（単純集計） 

 

年代別集計 

単位：人 

31.8% 30.1% 38.1%構 成 比

① 満足な方だ ② 不満な方だ ③ どちらでもない
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転入状況別集計 

単位：人 

 

 

■問 10 前問で「②不満な方だ」と回答した理由（最大３つまで） 

単位：人 

 
 

■問 11 新庄村の経済や産業の振興に関して 

全体（単純集計） 

① 満足な方だ ② 不満な方だ ③ どちらでもない 総計

① 10代 2 2

② 20代 2 1 3 6

③ 30代 3 10 9 22

④ 40代 3 5 11 19

⑤ 50代 2 9 21 32

⑥ 60代 12 19 27 58

⑦ 70代以上 28 40 82 150

総計 50 84 155 289

① 満足な方だ ② 不満な方だ ③ どちらでもない 総計

① 生まれた時から新庄村 32 23 30 85

② 転出経験あり 24 37 36 97

③ 村外から転入 36 27 44 107

総計 92 87 110 289

20

18

42

51

0 10 20 30 40 50 60

④ 町並み保存地区の維持・保存が不十分

③ 林道の道路整備が不十分

② 村道の道路整備が不十分

① 降雨時の山・川に係る危険箇所の情報共有が不十

分
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年代別集計 

単位：人 

 

転入状況別集計 

単位：人 

 

 

■問 12 前問で「②不満な方だ」と回答した理由（最大３つまで） 

単位：人 

17.3% 29.1% 53.6%構 成 比

① 満足な方だ ② 不満な方だ ③ どちらでもない

① 満足な方だ ② 不満な方だ ③ どちらでもない 総計

① 10代 2 2

② 20代 2 1 3 6

③ 30代 3 10 9 22

④ 40代 3 5 11 19

⑤ 50代 2 9 21 32

⑥ 60代 12 19 27 58

⑦ 70代以上 28 40 82 150

総計 50 84 155 289

① 満足な方だ ② 不満な方だ ③ どちらでもない 総計

① 生まれた時から新庄村 17 18 50 85

② 転出経験あり 15 36 46 97

③ 村外から転入 18 30 59 107

総計 50 84 155 289
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■問 13 新庄村の環境保全の取り組みに関して 

全体（単純集計） 

 

年代別集計 

単位：人 

 

転入状況別集計 

単位：人 

31

26

36

28

16

60

0 10 20 30 40 50 60 70

⑥ 六次産業の推進（村内で生産された農林水産物…

⑤ 観光振興（観光施設や滞在型宿泊施設の充実な…

④ 商工業振興（商店の充実・再生、情報発信な…

③ 林業振興（担い手対策、森林活用など）が不十分

② 畜産振興（ブランド力向上、稼げる仕組みづく…

① 農業振興（営農指導、鳥獣被害対策、農地の維…

35.3% 16.6% 48.1%構 成 比

① 満足な方だ ② 不満な方だ ③ どちらでもない

① 満足な方だ ② 不満な方だ ③ どちらでもない 総計

① 10代 2 2

② 20代 1 1 4 6

③ 30代 6 8 8 22

④ 40代 7 4 8 19

⑤ 50代 5 8 19 32

⑥ 60代 31 8 19 58

⑦ 70代以上 52 19 79 150

総計 102 48 139 289
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■問 14 前問で「②不満な方だ」と回答した理由（最大３つまで） 

単位：人 

 
 

■問 15 新庄村の教育や文化振興への取り組みに関して 

全体（単純集計） 

 

年代別集計 

単位：人 

① 満足な方だ ② 不満な方だ ③ どちらでもない 総計

① 生まれた時から新庄村 35 6 44 85

② 転出経験あり 32 24 41 97

③ 村外から転入 35 18 54 107

総計 102 48 139 289

30

39

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45

② 廃棄物の少量化・リサイクル活動が不十分

① 源流域としての森林保全の取組が不十分

36.3% 18.7% 45.0%構 成 比

① 満足な方だ ② 不満な方だ ③ どちらでもない
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転入状況別集計 

単位：人 

 

 

■問 16 前問で「②不満な方だ」と回答した理由（最大３つまで） 

単位：人 

 

 

■問 17 新庄村の保健・医療・福祉への取り組みに関して 

全体（単純集計） 

① 満足な方だ ② 不満な方だ ③ どちらでもない 総計

① 10代 1 1 2

② 20代 1 1 4 6

③ 30代 7 7 8 22

④ 40代 6 3 10 19

⑤ 50代 12 5 15 32

⑥ 60代 25 12 21 58

⑦ 70代以上 53 26 71 150

総計 105 54 130 289

① 満足な方だ ② 不満な方だ ③ どちらでもない 総計

① 生まれた時から新庄村 37 8 40 85

② 転出経験あり 34 25 38 97

③ 村外から転入 34 21 52 107

総計 105 54 130 289

21

22

19

44

14

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50

⑤ 文化資源の利活用が不十分

④ 自然体験機会の充実が不十分

③ 生涯学習の充実が不十分

② 地域の将来を担う人づくりが不十分

① 地域と学校との連携が不十分
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年代別集計 

単位：人 

 

転入状況別集計 

単位：人 

 

 

■問 18 前問で「②不満な方だ」と回答した理由（最大３つまで） 

単位：人 

53.6% 15.2% 31.1%構 成 比

① 満足な方だ ② 不満な方だ ③ どちらでもない

① 満足な方だ ② 不満な方だ ③ どちらでもない 総計

① 10代 2 2

② 20代 1 1 4 6

③ 30代 8 6 8 22

④ 40代 8 1 10 19

⑤ 50代 12 6 14 32

⑥ 60代 34 15 9 58

⑦ 70代以上 92 15 43 150

総計 155 44 90 289

① 満足な方だ ② 不満な方だ ③ どちらでもない 総計

① 生まれた時から新庄村 52 4 29 85

② 転出経験あり 52 20 25 97

③ 村外から転入 51 20 36 107

総計 155 44 90 289
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■問 19 その他の施策に関して不十分と感じるもの（最大３つまで） 

単位：人 

 

 

■自由記述（意見や気付いた点など） 

・新庄村の魅力は自然環境の豊かさだと思います。他の地域が失ってしまった文化や資源

エネルギー、自然環境をうまく活用しながら、未来へつなげていくことが村としての価値を上

げることだと思います。いつももったいないなあ…と思って見ています。都会の人が羨ましく

思う資源が新庄村にはあります！どうか活かしてください。村としての政策を期待していま

す。(② 女性 ④ 40代) 

・新庄村はとてもいいところなので、あまり雰囲気が変わってほしくないと思っています。よ

そで行われているありきたりなことを取り入れるよりも、新庄村らしさで村民の自力でとんが

ってほしいです。たとえば、電気もフリーエネルギーの研究をしてバイオマスの活用とのハ

イブリッドとかにして、災害時でも独立・自立でき、村が繁栄していくような仕組みなんか実

現できたら楽しいかもしれない。あと、外部の専門家やコンサルに投資するより、地元の人

を大切に育てて活かすことをしないと村の力がなくなっていくと思います。(① 男性 ⑤ 50

代) 

・村内の職場の離職率が多い、給料が低く転職を検討せざるを得ない(② 女性 ③ 30代) 

・先月も一人暮らしの友人が、物価高騰支援給付金について役場に相談に行ったところ、

納得のいく答えがもらえず諦めて帰ったということだった。高齢者には分かりづらいことが

多々あるので、職員さんはよく勉強して、大きな声でゆっくりと説明してほしい。(② 女性 ⑦ 

17

27

10

9

11

17

0 5 10 15 20 25 30

⑥ 障害のある人の地域全体での受け入れ環境が不…

⑤ 介護を受ける環境が不十分

④ 地域で子どもを育てる環境が不十分

③ 医療体制が不十分

② 自然を生かした健康づくりが不十分

① 高齢者同士や若い世代との交流が不十分

24

10

12

33

55

62

70

0 10 20 30 40 50 60 70 80

⑦ 防犯対策が不十分

⑥ 交通安全対策が不十分

⑤ 消防・防災体制が不十分

④ 都市部との交流人口増加の取組が不十分

③ Ｕ・Ｉターン増加の取組が不十分

② 村の地域づくりの課題に対して意見や提案をす…

① コミュニティビジネスの推進（地域に存在する…
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70代以上) 

・子育てのしやすい村として、子育て世代の定住。難しいのかもしれないが、スーパーマー

ケットなどと提携し、都市部と同じ価格(割安)で食料品や生活必需品などが村内で購入でき

る仕組み。(① 男性 ⑥ 60代) 

・不平等さに不便を感じる。公平でないところ。(② 女性 ④ 40代) 

・源流域として、新庄村として、今まで守ってきたブナ林（岡山県の 3分の 2）がこのままでは

50 年後にはなくなる試算がある中、それに対する活動、施策を行なっていくべきだと思う。

(① 男性 ③ 30代) 

・年金だけの生活で物価は高くなり年金は据え置きが続いており、電気料金、医療費負担

均等支払う額は多くなり、新庄村として、なにか手助けはできないものでしょうか。検討をお

願いします。(① 男性 ⑦ 70代以上) 

・村内に食料品が多く置いてある店がなく、根雨のスーパーか勝山方面のスーパーに買い

出しに行く必要があり、ガソリン代など負担が多い。今はまだ、車を運転できているが、もう

少し年を取ったら車に乗って外出するのが無理になりそうだ。スーパーに行かないと、魚と

肉が買えないから不便だ。(① 男性 ⑥ 60代) 

・森林の伐採が広範囲になされていることに、少し不安を感じております。自然破壊になら

ないよう、熟慮の上での計画的伐採と思いますが、それについて、もっと詳しく知りたいと思

っております。必要な道路は整備されないと困られる方もいらっしゃると思いますが、人を寄

せ付けない自然があってこそ、持続可能といえるのではないかと思います。「新庄村は岡山

県の最後の砦だから頑張ってほしい」という声を聴きます。危険な個所は整備される必要

がありますが、慎重にされることを願います。「新庄村に行けば本物の自然に会える」今か

ら 100 年後も大地とともに栄えている新庄村でありますよう願っています。(② 女性 ⑦ 70

代以上) 

・問 19 で①②④に丸をしましたが、自分にいい考えがあるわけではありません。新庄村の

現状に不安ばかりが大きくなりますが、一人の住民としてできることをやっていきたいと思

います。アンケートをとり住民の動向を知ることも大切ですが、行政においても、今すぐにで

きることがあれば実行しながら考えてほしい。(① 男性 ⑦ 70代以上) 

・須貝邸・道の駅は高いと思う (② 女性 ⑦ 70代以上) 

・意見提案を役場職員に伝えると「自分たちは部署が違うから」と話を聞くことすらしない。

担当役職をこなすことしかないという意思表現ともとられる。職員も含め皆が村全体のこと

に耳を傾ける雰囲気が醸成されるといいと思う。(① 男性 ⑥ 60代) 

・住んでいるが交流はない。地域の行事に参加することも、普段交流しないので苦痛に思う。

(② 女性 ⑤ 50代) 

・小さい村ではいいところ、悪いところがある。生活環境を変えることは難しい。高齢になり、

一人になったら、出ざるを得ない。(② 女性 ⑤ 50代) 

・定住率が低い原因を村全体で考える。移住者、移住経験者の意見を聞き、移住者の気持

ちになって、考えることを村民全体でする。(① 男性 ③ 30代) 

・転入してきた人たちに、この村のいいこと、わるいこと、希望などを聞く会を開催していた

だければと思います。外から見た生の声が確認できるかと！(① 男性 ⑦ 70代以上) 
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・財源不足により村の存続ができない(① 男性 ⑤ 50代) 

・村民が参加できるイベント等を増やし、コミュニケーションの場を多くして交流（村外含）を

促すようにしたらいいのでは？（スポーツ、がいせん桜通りでの食べ歩き、農業体験）(① 

男性 ⑥ 60代) 

・①行政と村民とで一緒に両輪のごとく、地域づくり活性化対策を進めることが大切 ②村

民同士の交流や地区内での集まる交流（文化、スポーツ）を増やすことが大切(① 男性 ⑥ 

60代) 

・村の大イベントであるさくら祭りのとき、イベント会場、食事の場所、個人の売り場を同じ場

所にして、桜の通りはゆっくり散策できるようにしたらと思う。近年音楽を通じての会がある

様に聞きますが、以前一度開催された屋外ステージでのイベントは良かった。大変だと思

いますが、継続されていれば、夏の寒村音楽会などをすれば、若い人も集まるのではない

でしょうか。県南のスポーツ少年団に夏の合宿や交流試合の場所を提供する。(① 男性 

⑦ 70代以上) 

・これからの新庄村を思う村長がほしい。会社が村に有れば人口も増えると思う(① 男性 

⑦ 70代以上) 

・栄養委員のあり方について、地区によっては人数が少なくいつも受けることになる。その

ため、愛育、栄養を兼ねて一人で受ける地区も多いと思うが、かなり負担ではないか。愛育、

栄養を一つにしていくのはどうでしょうか？(② 女性 ⑥ 60代) 

・役場入り口の出納室は移動してほしい。あの場所は役場に来た人の案内場所にしてほし

い。(② 女性 ⑦ 70代以上) 

・家（地区）で葬式が行われなくなったことにより近隣での付き合いが失われてしまった。個

人情報の問題もあるのだろうが、亡くなっても新聞、告知放送で知らされないことも多くなり、

人間関係がギスギスしてきた感は否めない。 (① 男性 ⑦ 70代以上) 

・除雪作業をもう少し丁寧に(① 男性 ⑦ 70代以上) 

・このアンケートの回答内容があまりにも漠然としている。アンケート結果が計画に反映で

きるのか疑問に思う。(② 女性 ⑦ 70代以上) 

・お金はかかりますが新庄村に温泉を掘ることを希望します。(① 男性 ⑦ 70代以上) 

・診療所や歯科があるので、安心して生活できています。(② 女性 ⑦ 70代以上) 

・役場職員の挨拶ができる職員が少ない。職場ではあまり役場に行かないのだが、道で会

っても知らん顔で行く…。保育園の子供たちや学校の児童たちは、大声で挨拶してくれ気

持ちがいいのに…。仕事も大事だが、まず挨拶が一番。しっかり教育を。(① 男性 ⑦ 70

代以上) 

・これからの人口減少を考えると、新庄村は 500 人規模くらいでもやっていけるような仕組

みづくりをしていかないといけないのではと考えています。田浪や野土路、高下、大所とい

った端の方の集落を維持したいのであれば、空き家改修やUIJターンなどを活用して、住ん

でもらえる場を提供していかなければならないと思います。また、新庄村内での仕事が少な

いのならば、自分で仕事を持っている人や自営業の人を誘致するような政策を積極的にや

るのもありだと思っています。人に求めず自分で稼ぐ。そういう考えを持つ人が強く残ってい

ける時代なのかもしれませんね。あと、子どもの未来を広げられるような政策があってもい
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いと考えています。将来に夢を持ち、場所にかかわらず挑戦していけるような環境を作って

あげたいです。例えば、こども未来基金みたいな感じは厳しいですか？習い事だったり海

外留学だったりいろいろな可能性を信じてあげたいです。(① 男性 ③ 30代) 

・子育ての環境は良くなってきていると思うが、育った子供たちが地域に戻ってこられる環

境は無いと思う。(② 女性 ⑥ 60代) 

・アンケートはよくあるが役立っているのか。地区の懇談会などで意見などが出ても何も改

善されない。やる意味がない。(② 女性 ⑥ 60代) 

・子育て世代へのサービスは充実してきていると思う。育った子どもたちが帰ってこれる状

況作りが一番大切な課題だと思う。(② 女性 ⑤ 50代) 

・施策に対して。色々取り組んでいただいていると思っています。すぐ完成する事例はなか

なか困難と考えます。今後もしっかり取り組んでいっていただきたい。(② 女性 ⑦ 70 代以

上) 

・ヒノキ周辺の環境の整備。村の入り口での景観が良くない。工場の裏側が非常に汚い。

一度見に行ってください。(① 男性 ⑦ 70代以上) 

・人口が 800人？の村なのに村議会議員が 8人必要ですか。(② 女性 ⑦ 70代以上) 

・村内で様々な協議が行われていても、それをしっかり村民に届けていない気がする。「こ

のような会議をしました」だけではなく内容もしっかり伝えてほしい。また、村内の情報を有

線、文字放送以外でも迅速に知る体制を整えてほしい。意見交換会での役場からの話は、

事前にもう少し詳しい資料を渡しておく、などしておくことで、補足説明などに時間をかけな

いようにする。配布資料について質問があれば聞けばいいし、それよりも今回のようなアン

ケートで生の声を聞く方が有意義な時間となるのではないかと思う。（意見交換会をする地

区が少ないとはお聞きしましたが…）役場の方もお忙しいとは思いますが、人口の少ない村

だからこそ、村民との対話の時間が必要なのでは。(② 女性 ⑤ 50代) 

・人口減少を少しでも抑えるために、若い人が地元に残る、他地域から人が来る（観光、移

住）ことにもっとアイデアを出してほしい。必要以上に河川の工事が多い。河川に人工的な

手を加えて水辺の生き物に打撃を与えている。(① 男性 ⑤ 50代) 

・村議会議員 8人は多すぎる。村民 800人？(① 男性 ⑦ 70代以上) 

・学校の先生、役場の職員が、今以上に村のことや村民の気持ちを分かるような行動を心

がけてほしい。村民一家族になれるように村長を中心に頑張ってほしいものです。(① 男

性 ⑦ 70代以上) 

・計画の策定に当たっては、コンサルまかせの夢のような振興計画ではなく、収支予算との

整合性のとれた現実的なものとなるよう願っています。(① 男性 ⑥ 60代) 

・25年後に人口構成が一定になるとき、生き残っていける村であってほしい。出生毎年 6人

キープ。毎年１組子どものいる家族の移住。仕事の在り方を変える（ごみ収集やめるとか、

広葉樹の森を 25 分割して毎年 1 か所ずつ伐採してエネルギーに変えるとか）(① 男性 ⑤ 

50代) 

・長期にわたり政治的な目先にとらわれ、一部の人の利益を求めたため、村全体が衰退し

ていっていると感じています。派閥を超え、本当の村の振興に目を向けないと、限界集落は

すぐそこにあるのでは。村役場職員の給与アップ、臨時職員等の最低賃金保障を願います。
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(② 女性 ⑤ 50代) 

・消防団の人数減少に対して、他の地域などでは、操法大会の練習のため、家族の時間や

自分の時間を犠牲にする必要がある。そこまでして、操法をする必要性は感じていない。新

庄の消防団員は少ないため、実際の現場を想定した訓練で良いと思う。(① 男性 ③ 30

代) 

・新規転入者への雇用の促進、同住宅の確保等(① 男性 ⑥ 60代) 

・有線について、日曜日、祝日等の担当医、病院は１回では聞き取りにくく、例えば、「落合

の落合病院」、「月田の宮島医院」。２回は繰り返してほしいです。(② 女性 ⑥ 60代) 

・一度壊れたら取り戻せない、自然の保護への取り組みが足りないと思う。新しいものを増

やすのもいいが、自然とうまく調和する村を作ってほしい。(② 女性 ⑤ 50代) 

・議員定数の見直しについて、人口 1,000人の小さな村は今や 800人の村になってしまいま

した。現在 8 名の議員が選ばれていますが多すぎます。次回選挙までには、6 名に減数す

べきと考えます。新庁舎玄関右側にガラスケース内に模造紙でメッセージが書かれている

が、紙がよれよれで見苦しい。公民館の舞台左右に木彫りで書かれているメッセージのよう

に、紙から木へ取り換えてほしい。新庁舎の見事な出来と比較して、あまりにも貧相です。

河川工事の際、県発注の工事とは言え、村として工事業者を注意・指導は不可欠です。現

状、戸島川工事の際、鉛色（コンクリート）の水、どろどろの水を流されています。鯉は言う

までもなく、水中生物に悪影響です。台風による大雨の際、戸島川上流から、大きな石、岩

が流れてきて、念仏寺下の水路が埋まり、水流が全くなくなり、町中の池にいる鯉が死んだ

ことが度々あります。大雪の時も同様です。我が家の鯉が全滅（25 匹）しました。・中町、西

町にある山から引いた水の安全性を危惧しています。桜の根元周囲に部分的にリュウノヒ

ゲを植えましたが、中途半端なままです。残りはいつ植えるのでしょうか。とてもアンバラン

スです。現在、メルヘン・プラザに出荷し販売している漬物類が、2024.6.1 以降味噌以外物

品全て販売できなくなります。（水道の設備他検査に合格した施設以外は除外されることに

なりました）個々人が対応するにはあまりにもハードルが高すぎ、困っている人が多数いま

す。3 年以前より課題になっている事業に対する村の考えを聞きたい。(② 女性 ⑦ 70 代

以上) 

 


